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火災白書事

林
野
火
災
が
多
く
な
る

損
害
見
績
額
は
約
二
百
三
十
万
円

昨
年
一
年
燃
の
町
内
火
災
内
悶

帯
慨
が
次
の
よ
う

κま
と
ま
ち
ま

ノ，旬。
1
7
 

火
災
の
務
総
件
数
は
三
十
七

時
げ
明
、
一
昨
叶
出
刊
の
ス
十
七
品
げ
に
く

ら
べ
て
ヤ
件
什
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
擦
終
闘
胤
繍
綱
領
は
約
一
一
潟

三
十
一
万
九
苓
m
m
で
一
昨
年
の

約
一
一
関
七
十
五
万
円
よ
ち
い
く

ら
か
す
く
な
く
な
っ
て
い
ま
す

時
陣
品
潤
の
火
災
は
人
件
、
焼
失

衝
後
は
約
二
百
冊
で
六
平
方
メ

ー
ト
ル
〈
仏
料
品
ハ
十
二
球
〉
明
、
、

一
昨
年
mw
約
双
六
十
人
事
八
本

方
メ
!
ト
ル
〈
約
申
立
↑
…
坪
〉

に
く
ら
べ
て
約
二
割
問
ほ
ど
ふ
え

て
い
ま
す
。
勝
際
紛
火
災
に
よ
っ

て
一
人
の
尊
い
入
A

聞
が
失
な
わ

品

μたつ蜘州各災火でんな

意
や
時
樹
齢
聞
か
ら
大
事
に
い
た
る

と
と
も
予
綴
き
れ
ま
す
。

ま
た
、
危
掛
間
的
抑
〈
M
M

ソ
守
ン

石
納
、
糠
脱
線
な
ど
)
m
w
的前線、

淑
提
訴
刑
や
や
鋭
、
集
会
阪
は
ど

多
く
の
入
車
時
が
緩
ま
り
出
入
ち

す
る
と
と
ろ
な
ど
で
は
、
火
の

取
扱
い
、
火
災
予
防
の
幾
縦
、

初
期
総
火
、
裁
縫
な
ど
に
つ
い

て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
綴
織
と
対

策
が
必
裂
と
慰
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
殺
ま
い
滋
燃
や

後
紛
水
利
、
制
時
国
封
糊
臨
場
綴
遂
げ
仏

怠
率
す
る
と
と
な
ど
に
つ
い
て

も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
江
C
波
慾
脅

お
お
が
い
し
ま
す
。

ζ
と
し
と
そ
、
火
災
の
な
い

附
明
る
い
穫
に
い
た
し
ま
し
ょ

ゆ
汽
ノ
。
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経
本
選
挙
人
名
簿
確
定

せ
週
中
串
噛
融
機
人
名
簿
が
十
二
月

二
十
日
現
在
で
護
法
し
ま
し
た

ζ
の
選
挙
人
名
綴
は
と
と
し

の
十
一
吋
料
月
二
十
日
ま
で
の
閣
に

お
ζ
な
わ
れ
る
湖
聴
診
に
つ
か
わ

れ
ま
す
。

醜階ゆ
A
m
院
に
お
け
る
毅
絞
殺
は

第
九
千
九
一
均
七
十
六
人
、
女
一

万ムハャ

sm出
十
入
、
合
計
二
万
六

夜
十
六
人
で
す
。
ζ
れ
を
一
昨

年
と
比
納
税
し
て
み
ま
す
と
、
蹴
知

六
百
七
十
八
人
、
女
六
百
六
十

一
一
入
、
会
計
一
千
日
ユ
後
間
間
十
人

の
掛
端
'
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
議
開
抑
制
加
の
絞
殺
者
数
は
下

瀧
慌
の
と
お
与
で
す
。

管到着::11ま割尚之包
/ 

な
け
れ
ば
な
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
手
緩
問
問
出
円
花
山
林
、
問
問

淡
辺
、
国
間
指
定
援
部
摘
す
〈
作
財
一
…
一

十
九
、
関
同
指
定
重
要
撲
が
ω間十

一
四
時
制
閣
時
此
波
文
化
財
去
十
三
、

淡
指
定
重
要
録
俗
資
材
料
一
、
醒
m

指
絞
悶
同
総
監
民
科
七
、
災
指
摘
定
無

形
文
化
財
閥
一
一
十
一
一
、
岡
山
指
紋
市
民

総
九
恩
師
畑
中
此
災
時
時
一
一
十
一
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

基本道選挙人名簿投聖書際)JiJ緩まを数 (I2)ヲ20日現綴)
男I 女 1 議

2.822 

1. 475 

1.180 

3.101 

3.634 

452 I 436 

2.3骨3I 2.224 

1. 621 I 1. 669 

1.220 I 1. 203 

1.573 I 1.532 

弘幸78' 20.616 I 1宮.276

農
業
譲
本
調
査
脅
お
ζ

な
う

t
H
二
月
一
日
現
在
で

t

絡
線
二
月
一
呂
田
鴇
犯
で
組
員
業

義
本
論
交
が
お
ζ
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
と
と
し
も
次
の
と
お

ち
お
と
な
わ
れ
ま
す
，

w
v
端
締
官
燃
の
対
象

m
w
経
波
紋
柏
崎
原
積
が
一

{0
ア

ー
ル
(
一
一
段
)
以
上
も
の
。

m
w
綴
償
却
制
地
磁
波
が
一

0
ア

ー
ル
米
機
ま
た
は
出
首
都
制
で
色
、

滋
公
一
年
同
闘
の
後
期
陸
物
の
棉
酪
際

世
間
制
酬
が
一
一
…
万
閉
口
以
'
い
ん
で
あ
る
も

の。V
議官賢一鎖倒明

像
機
員
、
何
軒
時
制
耕
地
、
畜
出
蹴

蜘
制
緩
、
幾
業
爾
組
問
問
労
働
閥
、
議
作

物
、
ピ
品

l
ル
ハ
ウ
ス
お
よ
び

議
室
議
様
、
祭
出
朝
、
水
材
搬
船
悼
の

綴
像
作
業
に
だ
し
に
泌
誼
領
、
槻
刷

用
機
械
棋
、
遜
去
一
線
憾
の
幾
窪

絡
の
同
駅
然
、

曹
調
交
の
方
仲
間
ζ
の
瑚
嗣
授
は

燦
林
水
選
時
腕
弘
前
鵠
糊
交
国
内
が
巡
図

訪
問
し
て
、
悩
接
、
さ
き
取
り
粗
削

交
を
お
ζ
な
い
ま
す
。

行
政
綴
談
窓

を
概
数
家
す

行
政
経
府
間
日
開
で
は
次
の
と
お

ち
、
山
側
同
獄
後
政
相
談
窓
夜
附
聞
き

ま
す
か
与
、
気
が
る
に
と
利
潤

く
ど
き
い
e

マ
円
日
時
一
月
二
十
八
段
惨

禍
間
十
時
か
ち
午
後
一
口
出
向
ま
で
a

v
滋
続
孫
孫
子
礎
工
会
館

曹
毅
斡
慨
を
受
け
る
内
務
、
①

許
可
、
認
可
mw
従
遂
と
あ
っ
骨
、

ん
③
畿
地
の
務
総
、
総
潟
、
殺

穏
な
ど
の
問
問
題
、
め
端
璃
前
倒
年
金

恩
給
mw
時
湾
総
問
題
、
品
W
A
別品内線

数
mw
整
備
、
間
税
措
端
、
①
生
活
間
体

設
な
ど
の
社
会
総
統
側
関
係
、
相
梢

談
は
門
M

繍
制
で
憎
し
山
尚
る
げ
い
け
で

す
。
ま
た
抑
制
削
刊
で
す
。

町
営
倹
宅
入

間
薦
者
俊
募
集

本
年
度
建
設
の
附
町
制
問
住
宅
は

お
俊
一
一

0
0
二
番
地
〈
火
作
〉

花
第
二
緩
仲
間
慾
十
一
戸
を
掛
知
数
中

で
す
e

乙
の
入
絞
殺
議
集
を
次

の
と
絞
り
お
ζ
な
い
ま
ず
。

曹
人
凶
器
資
絡

m
w
附
同
市
内
げ
作
防
州
制
閉
ま
た
は
勤
務

域
指
聞
を
符
す
る
人
e

m
w
入
問
腕
の
出
申
込
み
を
し
た
打
開

に
お
い
て
奴
入
が
一
一
万
閉
口
以
下

mw
人
〈
注
、
ι
ζ
に
い
う
収
入

と
は
入
総
省
お
よ
び
同
開
続
殺
の

過
去
一
年
間
附
に
お
け
る
収
入
を

十
二
明
、
除
し
た
綴
か
ら
扶
養
毅

族
一
人
に
つ
い
て
一
一
千
汚
を
控

除
し
た
被
告
い
う
)

品
開
滋
花
開
燃
し
て
い
る
か
、

ま
に
は
間
活
し
よ
う
と
す
る
親

族
(
議
機
主
終
郷
関
係
と
隊
出
舶

の
事
憶
に
あ
る
人
を
含
む
〉
が

み
る
人
。

①
楠
怖
に
住
宅
に
簡
約
し
て
い

る
ζ
と
が
開
明
ら
か
で
あ
る
入
。

〈
問
問
窮
の
調
理
・
際
が
釘
径
の
資
何
回

で
品
る
と
き
は
含
ま
な
い
〉

亨
事
込
方
法

日
一
月
一
段
か
ら
二
月
十
昨
日
ま

で
に
防
営
住
常
入
総
出
申
込
書
を

建
設
緩
へ
縫
出
し
て
く
だ
き
い

申
込
用
紙
は
慾
設
課
ま
た
は

綴
北
、
布
佐
硲
官
民
術
庁
仏
間
用
意
し

て
あ
ワ
ま
す
。

軍
選
考
方
法

入
開
席
者
の
議
官
就
滋
考
は
耐
叫
掛
鵠

慾
滋
入
総
名
選
考
後
同
料
品
以
mw
審

資
を
柑
艇
で
公
憾
抽
出
せ
ん
に
よ
り

決
め
ま
す
@

wv

そ
の
他

①
附
刑
以
後
mw
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
お
く
れ
な
い
よ
う

μ

波
滋
し
て
く
だ
3
い
a

③
給
付
ザ
支
払
夜
期
制
潟
、
閲
間
同
措

毅
荻
野
蹴
附
判
悦
w
t
T
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
、

品
w
わ
か
ら
な
い
と
と
に
つ
い

て
は
殺
後
綴
へ
お
開
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

m
w
入
居
は
二
日
月
下
絡
の
予
定

①
係
数
uu一
一
一
十
一
平
方
メ
ー

ト
ル
(
約
九
・
綴
鍔
〉
檎
波
立

家
裁
平
家
副
知
て
、
ム
ハ
媛
、
間
関
・

五
媛
、
家
賃
計
局
額
約
↓
一
一
千
円

敷
金
日
銭
掛
践
の
.
ニ
ー
刃
向
品
分

1月31殺lf飽9ft警かち午後4昨春まで要望綴母子でI:!H塁 i 
納入感差益をおとないます

火災の綴絞

れ
に
ζ
と
は
淡
念
な
ι
と
で
す

件
特
臨
時
火
災
時
悼
公
十
一
時
一
件
で
し

た
が
、
品
料
野
火
災
に
つ
い
て
は

例
年
発
伎
の
お
そ
れ
が
あ
る
総

持
輔
の
間
関
係
者
氏
、
仲
間
草
な
ど
の

除
決
絡
に
協
力
者
闘
っ
て
お
ち

ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

世
間
い
秀
俊
索
令
添
し
て
い
ま

ず
。
今
後
と
も
醐
例
措
開
翁
の
と
総

力
を
お
附
聞
い
し
ま
す

1
i

火
災
前
W

融
問
被
告
地
…
一

帝

人

化

財

を

火

災

滅
的
に
わ
け
で
み
ま
一
一

か

ら

守

ろ

う

す
と
紋
凝
子
地
区
一
一
一

十

七

件

、

期

間

余

品

地

区

一

火

化

時

間

げ

い

は

、

官

制

緩

火

花

財

七

件

、

事

袋

線

開

ニ

一

閣

議

総

無

形

文

劣

肘

削

、

民

俗

資

材

料

お

よ

件

と

な

っ

て

い

ま

す

一

寝

付

村

繁

ぴ

細

部

念

物

な

ど

が

あ

ち

ま

す

が

一
鈴
制
ゆ
と
比
較
し
一

G
H雲
仙

出

有

形

文

化

対

の

う

ち

、

と

く

に

一段
M
M
百
十
組
問

て

火

災

件

数

が

ふ

え

数

一

歴

史

上

、

後

衛

上

隔

制

緩

の

官

附

い

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

約

一

も

の

を

議

後

芝

山

対

応

援

と

穏

勢

磯

村

伊

ζ

れ

に

と

公

一

て

い

ま

す

。

も

な

わ

な

か

っ

た

の

矧

…

ζ

め

よ

う

に

た

い

せ

つ

な

文

減

、

や

は

ち

問

中

い

滋

年

一

花

財

を

火

災

か

ら

守

ろ

う

と

、

殺
の
お
か
げ
で
あ
っ
純
一

1

仲
間
問
問
中
守
の
余
殺
が
綿
肺
炎
し
た
刻

た
と
怒
わ
れ
ま
す
。
…

f

和
二
十
際
年
一
一
足
以
十
六
日
を

と

れ

か

ら

の

酎

湖

町

民

一

滋

会

に

、

と

の

門

口

を

交

化

時

間

油

開

閉
闘
機
も
係
官
同
家
出
融
の

ι

火
デ
ー
と
し
ま
し
た
e

冬

郡

一

と

な

号

、

笠

気

…

緩

祭

文

総

財

も

、

一

般

住

宅

も

異

常

に

毅

脇

献

し

て

一

も

火

災

予

防

に

つ

い

て

は

な

ん

ま

皇

賞

主

「

;

卜

ら

変

わ

り

は

な

い

の

で

す

ぞ

く
と
と
も
多
〈
な
ち
一
段
け
叩
9
8
7
6
5
4
3
含
ー
そ
の
物
件
の
後
総
ぶ
参
縁
者
が

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

r
l
I
l
l
i
-
-
I
l
i
-
-

じ
ゅ
う
ぶ
ん
火
に
は
然
を
つ
け

;

;

 

が
ζ
う
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
行
者
怠
号
、
ブ
レ
ー
キ
が
期
間
に
③
乙
う
し
な
さ
い
と
い
う
機

務
放
の
九

O
%家
で
思
っ
て
、
綴
油
帽
に
か
ま
え
て
、
あ
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
或
綴
滋
は
あ
る
が
、
ど
い
じ
ょ

が
撲
畿
、
府
内
日
分
の
や
る
べ
き
ζ
と
を
や
ら
@
ζ
れ
く
ち
い
は
ど
い
じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ζ
れ
を

ど
う
し
て
事
放
が
総
き
た
の
な
か
っ
た
ζ
と
が
、
家
裁
の
添
う
ぶ
ど
ろ
う
と
怒
っ
て
ス
♂
l

然
視
し
た
e

だ
ろ
う
。
州
事
長
か
っ
た
の
閉
闘
に
な
っ
斉
一
三
三
誉
主
ぷ
三
九
主
J

一
ル
鞠
ミ
山
同

ω専
が
も
う
震
後
わ
る

ど
と
号
更
に
な
す
与
つ
け
て
い
る
に
ぶ
ぞ
交

γ?融
問
序
「
十
三
聾

J

捕
し
す
ぎ
ピ
ろ
う
と
滋
っ
て
香
し
な
い

る
壁
、
季
語
塁
手
を
お
鴨
聴
い
あ
り
三
訟
襲
撃
踊
睡
眠
蹟
留
守

my一
て
、
い
で
還
り
き
ょ
う
と
し
た
。

い

て

三

喜

一

3
2
3ん
。

単

調

縄

開

調

臨

時

離

ざ

と

い

①

あ

の

子

は

雪

泌

す

よ

う

分
は
ど
う
だ
つ
た
か
と
円
以
砕
鳴
し
た
と
え
ば
同
融
関
額
臨
続
館
副
聞
置
竃
園
沼
崎
臨
猿
漕
凶
剛
う
終
に
な
ζ
と
は
あ
る
ま
い
と
懸
っ
て

て

み

ま

し

ょ

え

必

ず

怒

い

あ

①

と

れ

轟

醐

鵬

購

醐

輔

翠

週

一

ハ

ン

ド

ス

ピ

i
ド
奇
ゆ
る
め
ず
、
そ
の

に
る
と
と
が
あ
る
に
滋
い
す
く
ち
い
は

J
J

語
講
盤
〆
h
y
z
;を遜
ち
ぎ
よ
う
と
し
た
。

ま

せ

ん

。

ど

い

じ

よ

も

い

い

二

)γ

ぷ
綴
綴
畿
議
機
機
機
際
機
鰍
緊
い
胤
り
そ
ζ
品
w
じ
ぷ
ん
の
惑
の
後
拙
隣
を
滋

「

ζ
れ
く
ら
い
の
ζ
と
は
ば
う
ぷ
ザ
い
ろ
う
と
間
四
っ
て
州
郊
に
行
ね
た
。
倍
し
て
抑
制
滋
な
運
転
を
し
た
。

い
じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
と
い
う
〈
挙
応
接
近
し
寸
ぎ
て
い
た
e

品
問
ち
ょ
っ
と
終
制
服
な
よ
う
ば
@
だ
れ
も
い
な
い
だ
ろ
う
と

綴
栽
な
然
終
ち
が
商
事
故
の
援
国
側
@
ま
だ
ま
ど
だ
い
じ
よ
う
ぶ
が
だ
い
む
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
と
思
慾
っ
て
、
う
し
ろ
脅
徽
認
し
な

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
@
税
務
ど
ろ
う
し
に
綴
遂
に
か
ま
え
て
縁
っ
て
滋
幾
し
を
か
け
た
。
い
で
パ
ツ
空
し
に
。

450 
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繁
描
用
力
・
る
強
い
し
、
行
勤
務
削
聞

も
広
い
の
で
な
る
べ
く
、
広
い

治
壊
を
単
位
と
し
て
祭
額
約
に

開
臨
時
閉
す
る
と
よ
い
成
果
を
あ
げ

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

鼠1lI鴎罷留曹属鹿盟蝿

限利40年12J'l31a務tE
男 16.534人{前月比49人繍)

女 16.958人( f/ 45 It) 

計 33.492入( It 94 け

野ネズミ

作
物
栽
泣
切
に
大
き
な
障
害

二
男
中
匂
@
全
町
一
斉
に
退
治

皇
液
型
的
無
料
検
査

五
百
名
@
先
審
蟻
で
受
付
中

掴
昧
・
昨
日
索
、
総
一
戸
開
拝
陥
蝿
可
燃
に
十
六
才
以
上
の
人

よ
る
終
判
明
の
血
液
検
獲
を
次
の

V
-取
込
み
ハ
ガ
キ
げ
い
住
所

と
お
ち
お
と
な
い
ま
す
。
民
各
、
年
令
を
噛
官
い
て
役
場
ま

v
a時
時
二
月
二
十
コ
日
午
た
は
尚
北
・
布
校
官
民
所
へ
、
瞬
臨

時
前
九
時
三
十
分
か
ら
弱
十
一
時
時
議
で
も
受
付
け
ま
す
。

三
十
分
ま
で
む

ζ
の
検
査
は
悶
r
マ
イ
ナ
ス

V
場
所
↓
小
、
期
間
北
山
中
、
な
ど
の
血
液
製
も
わ
か
る
精
密

議

佐

市

の

予

定

。

検

査

で

す

。

戦

時

中

受

け

た

検

V
人
員
五
百
名
〈
先
着
開
明
)
査
は
誤
援
が
あ
る
の
で
再
検
査

官
マ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
人
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ぷ

開

計

出

訂

糾

付

吋

利

引

引

計

百

川

十

月

3
わ
ら
び
弱
入
会
、
一
千
円
、
簿
一
一
夜
九
十
九
人
へ
十
一
万
五

た
畿
量
点
叫
掛
け
合
い
運
動
は
、
み
@
布
佐
婦
人
会
、
六
千
八
百
二
⑨
星
野
美
保
〈
市
中
皐
)
七
百
円
千
資
問
問
、
安
オ
身
、
ハ
ン
カ
チ

な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
協
力
氏
十
五
円
、
⑨
十
五
日
会
(
代
表
@
綴
北
小
六
年
有
志
、
二
百
問
問

A
V
施
設
入
銭
円
割
問
〉
務
へ
、
生

よ
っ
て
大
き
な
成
田
棋
を
お
さ
め
山
高
敬
倍
)
五
千
円
、
⑨
川
川
間
十
円
、
校
入
合
計
、
医
十
三
万
出
担
保
護
入
援
患
者
三
十
七
人
へ

る
と
と
が
で
き
ま
し
に
。
収
入
新
市
〈
我
村
知
子
)
一
エ
千
二
百
六
九
千
罰
百
十
六
円
五
万
玄
千
五
夜
湾
、
妥
綴
入
総

と
交
自
は
次
の
と
お
り
で
す
。
十
七
円
、
⑩
キ
ザ
旦
ト
教
会
、
守
支
出
向
患
者
二
十
八
人
へ
箆
万
二
千
閉
口

老
人
車

i
ム
十
人
へ
一
万
七
千

wv
収
入

A

異

例

募

金

、

一

…

…

十

万

一

一

一

千

百

け

齢

制

あ

り

が

と

ち

ご

、

ざ

い

ま

す

皇

室

重

工

へ

一

万

円

計

七

士

以

内

全

文

筆

削

八

十

城

崎

、

士

一

三

日

千

五

富

山

中
ハ
叫
符
こ

cn双
子
m
m
A曹

個

人

品

低

利

剛

募

金

額

四

一

一

一

九

回

開

一

六

月

金

窪

田

務

相

持

者

、

六

十

五

人

勢

臨

附

〈

十

双

件

〉

匂

万

…

千

一

一

へ

二

万

六

一

段

一

一

十

五

田

口

、

ヶ

ー

夜
間
間
十
一
向
、
般
人
物
柑
約

ω内
…
ニ
キ
m
問
、
ゆ
畿
の
葬
綴
人
会
、
争
体
一
様
然
後
後
世
哨
へ
、
七
十
一
一
キ
、
パ
ス
タ
オ
ル

際
、
品
吻
め
ば
え
品
制
緩
附
附
附
川
…
間
一
一
千
円
、
ゆ
っ
小
川
…
律
一
問
問
、
掛
制
緩
一
一
十
日
友
人
へ
十
三
万
一
…
4
e
h
曹
緊
急
措
盟
後
鵡
賞
、
同
問
万
一
千
問
問

一万ムハ
w干
潟
一
一
十
川
品
川
内
、
⑩
役
…
手
術
八
十
九
川
問
、
品
物
平
然
削
減
九
後
問
、
水
淡
一
緩
み
て
、
鈴
夜
七
十
一
一
行
、

数
附
職
時
阿
川
…
閥
、
一
万
一
…
千
側
双
叫
刊
紙
線
変
市
闘
激
闘
笠
縦
、
一
千
本
綴
家
庭
よ
ち
し
よ
う
珍
一
本
争
終
炎
、
問
問
千
八
日
向
二
十
問
、

八
十
校
内
、
嶋
市
ι
阪
本
的
機
閥
料
日
劇
人
十
九
問
、
働
災
後
手
数
議
あ
て

A
持
制
吋
削
減
十
三
万
九
千
四
百
十
六

問
、
マ
万
円
、
品
市
山
魚
川
川
弁
滞
納
附
抑
制
問
、
一
千
m
問
、
品
v

側
側
必
殺
争
跡
中
級
波
数
然
、
七
誓
4
2
・
九
品
陣
内

こ 総務41年1Jヨ16際発行

一
一
丹
市
中
旬
、
会
酎
聞
い
っ
せ
い

に
瞬
間
ネ
ズ
ミ
退
治
を
お
ζ
な
い

ま
す
。
同
日
糧
法
油
開
ま
ち
し
だ
い

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

瞬
間
ネ
ズ
ミ
の
紬
制
強
制
件
同
作
品
制
裁

跡
地
の
大
暴
な
醐
陣
樹
慢
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
品
絡
は
消
〈
掛
獄
〈
イ
タ
チ

.
へ
ど
、
夜
潟
な
ど
〉
の
綿
織
少

に
よ
っ
て
野
ネ
ズ
ー
は
た
い
へ

ん
鍛
え
て
い
ま
す
'a

後協牒騨崎町印

紛
争
ん
弛
緩
す
る
ば
か
き
で
な

く
、
ふ
ふ
が
に
穴
や
、
掛
端
的
開
を
つ

く
ち
靴
作
総
mw
沖
一
端
持
者
問
問
糊
殺
し
て

お
ち
ま
す
専

務
、
ネ
ズ
z
m
w
綴
時
聞
は
緩
銭
的
問

w
h
広
い
崎
地
銭
安
い
っ
せ
い

κ爽

輪
開
ず
る
ζ

と
に
よ
っ
て
時
偶
然
者

ぴSち報広〈事務撃皇室率喜電車提言護持}

&
の
げ
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。

協
開
ネ
ズ
ミ
は
繁
強
力
ur
大
き

く
、
締
地
時
悼
紺
叩
間
関
九
ヶ
月
毛
受
払
間

す
る
制
崩
縄
問
が
み
ち
、
終
版
獄
欄
期
開
闘

は
約
二
十
岡
田
醐
開
で
加
平
岡
抑
制
問
問
闘
も

予
ネ
ズ
ミ
を
然
み
ま
す
。
一
一
位

里平
均
六
阪
の
ザ
サ
ネ
ズ
ミ
が
絞
ま

れ
ま
す
が
、
そ
の
ザ
ナ
ネ
ズ
ミ
も

一ニケ
mnも
す
る
と
子
ヰ
ズ
ミ
を

後
む
よ
う
必
必
h
ツ
ま
ず
。
し
た

が
っ
て
ネ
ズ
ミ
鋒
と
い
う
笈
滋

の
と
お
き
制
期
間
期
総
で
い
ち
じ
る

し
く
絞
脇
摘
し
ま
す
。

隅
制
ネ
ズ
ミ
者
際
除
す
る
げ
い
は

ネ
ズ

E
の
食
べ
る
も
の
が
な
く

な
る
晶
、
の
闘
が
一
務
よ
い
腕
吋
附
朋

勺
す
。
そ
し
て
、
鵬
判
ヰ
ズ

Z
は

検察
察査会

審
査
員
候
補
者
決
ま
る

我
孫
子
町
で
は
三
十
名

検
察
務
査
会
は
検
笈
世
間
の
不

判
制
訴
処
分
者
審
笈
ず
る
線
開
聞
で

す
。
と
の
議
資
金
は
、
民
間
の

代
蕊
翁
十
一
人
に
よ
叩
て
織
成

語
れ
て
い
ま
す
。

紙一

μ一検
然
務
官
誠
会
の
町
問
機

械
聞
の
務
官
就
闘
削
除
納
品
咽
が
次
め
と

お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。
と
れ
時
抽

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
、

く
じ
で
選
ば
れ
た
も
の
で
、

ζ

の
な
か
か
ら
さ
ら
に
く
じ
に
よ

っ
て
議
後
時
四
を
決
め
ま
す
。

繍
品
腕
脚
常
務
遂
闘
員
給
税
務
翁

小
綿
関
陣
開
タ
一
ハ
会
設
問
問
)
待
機

則
被
か
は
い
蹴
川
被

汲
る
は
時
抑
制
汎

肉
の
山
川
公
告
は
時
り

a
，，aし"・ゅ‘崎一
J
O

(雪十)

52人
22人

255.人
工羽1人

12月の人口数綴

{努) (j() 

僚 主主 28人 2浪人

死亡 11人 11人

まま 入 134人 121人

事芸 術 102人総入

転入被害警 7卦殺害替

華主総滋務 37殺害嘗

考
朝
萌
門
銀
山
繭
繍
V

官
陣
織
務
次
〈
会

社
員
〉
茅
時
制
広
美
(
会
経
同
県
〕

ι
持
罰
義
子
円
満
開
業
)
小
倉
宏
之

(
阿
国
鵠
剛
}
』
出
家
祭
神
拭
〈
然
鴨
鞠
〉

品
指
名
治
二
〔
会
社
員
)
永
秀
世
出

品
受
(
然
時
職
)
叫
将
一
戸
キ
ク
円
幅
削

酪
鞘
)
大
再
開
幽
枠
二
割
時
〈
都
間
関
崎
〉
犬

山
間
概
坤
闇
見
ハ
由
回
数
帯
中
溜
地
F

転
手
)
幅
制

本
枠
組
〈
会
仏
払
諸
問
〉
出
婿
出
向
ゴ
一

{
総
方
公
務
員
}
山
間
判
制
緩
〈
腕
時

常
用
〉
閥
開
園
料
窓
会
ナ
〈
相
州
議
〉
弁

え
縁
組
棋
ハ
ふ
山
中
小
業
〉
海
老
綴
晴
嵐

券
会
税
特
弘
蹴
同
)
輔
駒
田
倒
的
部
議
〈
代

〈
掛
戦
災
〉
土
綴
緩
太
削
除
ハ
爽
議
〉

内
口
融
時
数
人
〈
ム
同
誌
躍
州
〉
醐
撚
鰍
糊

と
し
ザ
ギ
4

〈
然
掛
戦
〉
端
関
脇
闘
か
ね
よ

〈
余
絞
拘
試
麟
附
〉
側
関
側
関
節
炎
門
柳
州

こ

と

し

成

人

式

い

う

と

と

で

す

ヨ

的

で

す

。

;
I

:
優
良
年
金
は
、
一
一
十
燦
以
上
し
か
し
、
い
つ
ど
ζ
で
不
虚

を

む

か

え

た

が

六

五

室

量

号

、

霊

の

災

難

ま

う

か

わ

か

り

i
i

門閥開
U
ζ

と
し
成
人
中
両
者
む
か
年
余
録
時
間
や
争
議
の
共
済
組
合
ん
。
ま
に
、
平
均
寿
命
も
廷
一
後

え
ま
し
た
6

梯
樹
祭
令
で
も
ね
十
に
知
加
入
し
て
い
な
い
人
た
ち
が
し
て
き
て
い
る
の
で
、
老
後
に

綴
を
数
カ
だ
す
ぎ
ま
し
た
が
間
関
必
ず
加
入
し
な
同
り
れ
ば
な
ら
は
対
す
る
今
か
ら
の
機
世
間
と
い
う

湾
総
殺
に
入
ち
な
け
れ
ば
い
け
い
絡
金
制
制
緩
で
す
。

ζ
れ
は
、

ζ
と
か
ら
も
、
年
金
制
則
皮
が
と

な
い
と
い
か
れ
ま
し
た
。
入
ら
綴
閥
均
係
険
料
脅
か
け
、
将
来
の
く

K
必
艇
な
わ
け
勺
ず
。
成
人

な
け
れ
ば
い
け
必
い
の
で
し
ょ

vwy
浴
令
や
総
然
や
列
の
日
者
機
会
氏
、
も
う
一
成
隙

う

か

。

ふ

ぞ

と

い

つ

に

と

と

剛

容

金

援

に

つ

い

て

湾

え

て

き

総

本

塁

区

長

に

ふ

?

の

か

ら

く

る

佼

同

お

い

た

ま

た

い

も

の

で

す

。

ー
る
と
、
後
織
的
関
に
品
科
料
(
会
的
対
叩
級
制
ザ
小
波
者
係
A
胤
げ
い
よ
納
入

ω方
仲
間
は
納
入
殺
が
搬
協

コχ
?

一・
4

に
も
一
人
姉
閉
め
緩
い
者
受
け
、
協
治
、
m
?

っ
て
少
し
哨
に
も
綴
拙
制
開
帆
け
似
て
も
よ
い
し
、
俊
蛾
W

成
人
と
し
て
の
あ
ち
ゆ
る
機
制
利
益
ぽ
州
狗
し
よ
う
と
い
う
中
山
U
炉
本
人
に
か
わ
っ
て
綴
け
燃

と
義
務
げ
が
与
え
ら
れ
、
雲
氏
と
押
し
凡
皆
悶
闘
い
紫
、
闘
が
会
闘
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

o
m一終日
妙

も
に
校
余
人
と
し
て
笑
社
会
に
晶
正
問
周
脅
対
毅
と
し
て
本
や
伎
災
級
者
つ
け
る
必
制
慨
も

ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
明
、
す
。
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
な
く
、
開
だ
け
終
っ
て
、
数
ん
誠

実
技
会
げ
ル
ス
空
i
ト
す
る
務
二
十
織
に
な
っ
た
人
た
ち
は
綴
へ
お
い
?
に
な
れ
ば
綴
厳
に

ザ
乎
楠
綿
入
添
を
す
る
ζ
と
が
で
-ao
ま

者
逮
が
二
十
銭
に
な
っ
た
と
い
年
金
と
い
う
も
の
は
濃
い
将
来

す
。
岡
凶
悶
周
年
会
誌
、
加
や
々
内
務

う
と
と
で
、
も
う
ひ
と
つ
わ
す
の
・
も
の
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
が
改
議
事
れ
、
給
付
き
れ
る
綴

れ
て
は
危
ら
な
い
義
務
が
あ
り
す
の
で
、
今
か
ら
一
敏
備
し
て
お
も
銭
務
変
動
酬
に
あ
わ
せ
て
滋
粗
鋼

ま
す
。
そ
れ
は
、
箆
民
年
金
に
く
と
い
う
気
持
ち
に
欠
け
、
叙
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

入
す
る
乙
と
に
き
わ
め
て
消
極

警
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

東
電
へ
の
ご
沼
は

①
品
宵
げ
い
務
抽
押
柏
町
な
脅
威
を
品
部
人

サ

ー

ビ

ス

窟

へ

に

あ

た

え

な

い

よ

う

に

す

る

。

東
京
鐙
カ
へ
の
と
思
は
サ
!
@
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
く
。

ピ
ス
践
を
と
利
渇
く
だ
さ
い
。
③
回
日
夜
や
家
の
出
入
口
な
ど
総

閣
記
京
港
力
で
は
、
み
な
さ
ん
人
の
同
月
や
す
い
と
と
ろ
へ
、
犬

へ
の
奉
仕
の
た
め
め
、
と
来
泌
が
い
る
乙
と
を
表
示
す
る
。

に
便
利
な
場
所
在
遂
ん
で
管
内
③
犬
を
捨
て
な
い
、
不
郊
の
と

各
市
問
の
主
祭
地
点
の
電
気
体
問
、
き
は
杭
制
一
戸
出
陣
後
部
川
へ
遂
絡
し
て

一
般
肉
体
胞
な
ど
を
サ
l
v
h
ス
底
く
応
き
い
。
(
臨
地
縁
松
}
円
六
一
一

と

し

て

お

り

ま

す

。

同

周

ハ

U

二
0
7
'ふ
む

品
料
開
開
予
総
阪
で
は
1
A
間
同
柳
時
緩
め
犬
M
r
人
脅
か
ん
だ
と
き
は
、

総
会
〈
滋
判
的
ア
げ
コ
…
。
八
〉
紛
い
主
は
た
だ
ち
に
録
後
綴
へ

が
奴
双
浴
力
務
総
ヂ
サ

i
Jピ
ス
開
掛
け
務
て
く
ど
き
い
。

抑
制
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
護
議

ス

i
ケ
ト
品
棋

綴
カ
へ
の
ご
隊
舎
受
け
、
絞
れ
ノ

次
い
で
お
き
ま
す
か
ち
、
終
鋭
戦
後
一
を
機
く

に
F
」
判
判
附
附
く
だ
き
い
。
軍
内
間
期
線
一
閥
均
一
一
一
L
T
n
午
線
八

お
取
次
ぎ
の
市
内
務
は
、

mw閥
単
協
吋
出
向
織
浦
添
十
一
銭
午
後
む
腕
吋

緩
儀
作
仙
の
ご
抑
制
緩
、
織
的
問
的
時
惨
劇
期
務
会
納
期
日
…
門
誌
〉

酬
明
の
お
取
込
み
、
品
ww球
制
稿
欄
略
嶋
崎
す
捕
縛
ザ
銭
円
口
本
州

の
お
取
き
か
え
、
@
そ
の
ほ
か
亨
繋
簿
一
一
乎
m
m
〈
パ
ス
代
、

東
京
電
泡
へ
の
C
開
閉
会
の
渓
終
複
数
然
、
会
務
紺
税
制
間
判
明
者
合
む

な

ど

で

す

。

た

だ

し

、

繁

ス

ケ

ー

ト

紙

代

は

会
ま
な
い
。
〉

犬
で
他
人
に
め
い
亨
務
幾
人
隠
滅
十
議
〈
先
輩
椅

わ

く

を

か

け

な

い

幅

制

V

犬
伝
よ
る
後
寒
川
か
協
和
え
ま
せ
軍
出
申
込
み
住
所
、
民
名
、
年

ん
。
間
帯
抽
世
議
へ
は
銭
円
口
の
よ
う
令
、
数
務
先
、
性
別
を
記
入
し

に
掛
訳
書
が
き
ま
す
。
犬
寺
銭
っ
た
用
拡
棋
に
会
費
を
そ
え
て
、
一

て
い
る
人
は
次
の
よ
う
な
と
と
月
三
十
七
日
ま
で
に
教
育
委
員

に
気
を
つ
け
て
、
犬
に
よ
る
情
説
会
ヘ
由
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

議
)
品
地
引
引
滋
(
会
社
員
)
三
村

一
日
一
校
(
然
曲
鞘
〉
渡
辺
初
子
〈
無

機
V

石
弁
務
造
〈
幾
業
〉
後
膜

炎
俊
〈
鮮
魚
販
売
業
〉
湯
浅
修

門
会
社
党
}

欝
梗
規
開
の
一
部
改

ハ
ガ

昨
年
十
一
月
か
ら
務
総
制
拠
出
仰

の
内
総
い
が
次
ぬ
と
お
り
改
蕊
に

な
ち
ま
し
に
む

ハ
付
録
っ
き
判
制
緩
め
榊
協
の
ザ
淡

怒
っ
き
封
筒
の
燃
の
寸
淡
は

い
ま
ま
で
凶
制
緩
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
一
、
鐙
辺
機
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の
か
、
設
辺

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
ふ
ん
鐙
辺

図
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
・
も
の
の
ニ
と
お
ち
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、

ζ
れ
が
長

辺
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
短

辺
開
口
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
に
誤
ら
れ
る
乙
と
に

な
与
ま
し
た
。
と
れ
ま
で
調
製

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
月

三
十
一
日
ま
で
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。

M
W

ハ
ガ
キ
の
表
面
の
色
彩

私
製
ハ
ガ
キ
の
諜
削
の
色
彩

は
、
い
ま
ま
で
閥
的
か
淡
色
と

掛刷ゆ此
3
れ
て
い
ま
し
に
が
、

ι

れ
が
内
川
ぬ
か
、
ま
に
は
協
制
慌
の

加
油
機
ハ
ガ
キ
の
的
よ
り
淡
い
品
闘

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
は
く

な
ち
ま
し
た
。

口
腹
振
込
み
で

幾
翁
へ
支
払
い

附
町
か
ら
端
部
省
へ
の
党
払
い
は

ζ
れ
ま
で
山
内
総
援
の
窓
門
付
へ
俊

接
お
い
で
綴
っ
て
お
h
主
し
に

が
、
お
市
甲
山
闘
が
あ
れ
ば
、
銀
行

口
座
綴
込
み
で
お
交
払
い
い
た

し
ま
す
。
銀
行
口
時
間
擦
込
み
を

希
議
さ
れ
る
万
は
、
あ
な
た
の

取
引
銀
行
(
支
出
出
名
〕
と
当
座

普
通
預
金
の
別
を
出
納
窓
へ

C

連
絡
く
.
に
さ
い
。
な
お
、
本
庁

窓
口
で
の
女
払
い
は
毎
月
十

g

二
十
一
九
日
、
湖
北
支
所
毎
月
一

目
、
布
佐
支
所
毎
月
二
日
に
お

と
な
っ
て
い
ま
す
。

jiiliiil也
市!?時五

路
間
時
吋
連
指
務
作

業
震
を
募
集

酎
刊
で
は
下
水
漏
器
開
の
出
掛
詩
作

場
最
長
を
次
の
と
お
ち
募
集
し
ま

す、V
作
業
相
掛
間
関
一
円
丹
市
e

匂
か

各一一石川卓

Aaま
で

vuu幾
人
石
川
良
十
m
判

曹
。
応
募
資
総
関
知
子
で
五
十

才
ま
で

マ
人
員
十
点
引

曹
約
抑
制
ち
…
口
け
三
十
一
日

品
相
期
中
す
る
万
件
同
州
印
刷
慨
深
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

燃

え

な

い

ゴ

ミ

有
料
で
収
総

燃
え
な
い
プ
ミ
ハ
ア
今
カ
ン

ガ
予
九
や
綴
紋
燃
の
終
片
な
ど

〉
払
官
官
官
制
刊
で
滋
減
収
附
加
し
て
い

ま
ず
か
ら
C
利
判
的
く
だ
さ
い
。

収
集
は
コ
ヶ
月

κ…
…
開
く
ら
い

の
蜘
削
会
明
、
収
綴
し
ま
す
。
料
品
叫

は
だ
い
た
い
寝
泊
カ
ン
つ
は
い

で
二
十
円
で
す
。

収
集
者
希
毅
す
る
椴
燃
は
ハ

ガ
キ
応
住
所
、
氏
潟
、
所
布
地

賂
図
を
記
入
し
て
保
俄
謀
へ
去

し
山
山
し
て
く
だ
さ
い
。
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